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q響町
平鞭脚灘懸劉翫廉田園爵鯉糠瞭i獄裏」圃融催

　10月24日（日）　「いきいき健康まつり」が、　「いきいき健康すみよいふるさと」をキャッ

チフレーズに開催されました。

　午前の部では、体育館で“わが町のお医者さんコーナー”をはじめとする「健康コーナー」

「福祉コーナー」、グラウンドでは「玉入れ大会」、食生活改善推進員や山陰保育園などの「東

郷ヘルシーのれん市（試食）」など盛会に行われました。

　午後の部では、総合文化センターに会場を移し、国保健康優良者等の表彰式があり、東郷

町で結成された“すごやか座”による「すこやか劇場」では、東郷の医療と健康づくりにつ

いて考える機会となりました。健康講演会では、健康は笑いからと「お笑いツボ体操」と題

して落語家三遊亭円丈さんによる講演があり、会場には絶えず元気な笑い声が響いていました。

嚇
　
ミ
ョ
　
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
じ

蕪 健康ポスター　最優秀賞

　　山元大志君

働翻㊨
　
本
町
は
、
8
月
か
ら
9
月
に

か
け
て
実
施
し
た
座
談
会
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、

日
向
市
及
び
同
市
議
会
に
対
し
「
1

市
1
町
」
で
の
法
定
合
併
協
議

会
設
置
を
正
式
に
要
請
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
1
0
月
2
5
日
に
両
市

町
に
お
い
て
法
定
合
併
協
議
会

設
置
案
を
議
会
に
提
案
、
同
日

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
を
受
け
、
1
0
月
2
9

日
に
、
日
向
市
・
東
郷
町
合
併

協
議
会
の
設
立
式
及
び
第
1
回

協
議
会
総
会
並
び
に
合
同
専
門

部
会
を
日
向
市
役
所
で
開
催
し

ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
協
議
会
規
約
な

ど
の
報
告
と
1
5
議
案
が
提
案
さ

れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
一
部
を
報
告
し
ま
す
。

■
合
併
の
方
式

　
東
郷
町
を
廃
し
、
そ
の
区

域
を
日
向
市
に
編
入
す
る
「
編

入
合
併
」
と
す
る
。

圏
合
併
の
期
日

　
現
行
の
「
市
町
村
の
合
併

の
特
例
に
関
す
る
法
律
」
の

適
用
が
受
け
ら
れ
る
期
限
内

に
合
併
す
る
も
の
と
す
る
。

■
新
市
の
名
称

　
新
市
の
名
称
は
「
日
向
市
（
ひ

ゆ
う
が
し
）
」
と
す
る
。

■
新
市
の
事
務
所
の
位
置

　
新
市
の
事
務
所
の
位
置
に

つ
い
て
は
、
日
向
市
本
町
1
0

番
5
号
（
現
日
向
市
役
所
）

と
す
る
。
現
在
の
東
郷
町
役

場
は
、
総
合
的
に
事
務
を
取

　
　
　
　
　
　
り
扱
う
支

　
　
　
　
　
　
所
と
し
て

　
　
　
　
　
　
存
続
す
る
。

　
　
　
　
　
　
■
議
会
議

　
　
　
　
　
　
員
定
数
や

　
　
　
　
　
　
任
期
、
新
市

　
　
　
　
　
　
建
設
計
画
、

　
　
　
　
　
　
地
域
審
議

　
　
　
　
　
　
会
の
設
置
な

　
　
　
　
　
　
ど
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
は
、
小
委
員

　
　
　
　
　
　
会
付
託
と

　
　
　
　
　
　
な
り
ま
し
た
。

t

一

日
向
市
・
東
郷
町
合
併
協
議
会
設
立

　
　
－
日
向
市
に
編
入
合
併
1

◆
今
後
の
協
議
は

　
設
立
さ
れ
た
協
議
会
は
、

合
併
す
る
こ
と
の
是
非
も

含
め
、
合
併
す
る
場
合
の

諸
課
題
、
条
件
を
合
併
を

前
提
に
協
議
、
調
整
し
て

い
く
た
め
の
「
場
」
で
、

こ
こ
で
の
調
整
方
針
が
、
合

併
後
の
事
務
事
業
の
基
本

と
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
日
向
市
に

事
務
局
を
設
置
す
る
と
と

も
に
、
分
科
会
、
専
門
部

会
、
幹
事
会
等
で
さ
ま
ざ

ま
な
視
点
か
ら
調
整
方
針

を
調
整
し
、
協
議
会
総
会

に
提
案
し
決
定
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
町

民
の
皆
様
に
は
合
併
後
の

姿
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ

で
き
る
情
報
を
提
供
し
合

併
の
判
断
の
材
料
と
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
平
成
1
7

年
2
月
に
は
説
明
会
を
開

催
し
意
見
の
集
約
を
行
う

予
定
で
す
。

【
第
2
回
協
議
会
総
会
は
、

11

獅
Q
6
日
（
金
）
に
さ
く
ら

館
で
開
催
】

　　　　糊総鶴省からの重要なお知らせ一
「東郷テレビ中継局』のチャンネル変更作業が始まっています

　2006年末までを目途に「地上デジタル放送」が始まります。放送開始に伴う準備作業の一環として12月1

日から12月20日までの日程で「東郷テレビ中継局」をご覧になっている受信者のテレビチャンネルの一部を変更

する作業が始まっています。この作業は、一般の住宅（マンション・アパートを含む）や学校、福祉施設などは

国の費用で無料で行われ、オレンジ色の腕章と身分証

を身につけた対策員がお伺いして作業します。しかし、

会社の事務所やホテル、店舗などは、期間中に自費で

行っていただく必要があります。

　12月26日には現在のチャンネルでの放送は打ち切り

になりますから、作業が終わっていない場合は、テレ

ビが見られなくなります。

　チャンネルが変更になるテレビ局は、作業期間が終わりに近づいた段階で、放送を通じて現在の放送が終了す

るというお知らせをします。テレビの画面でそのお知らせを見た方は、ご面倒でも早急に受信対策センターにお

知らせください。

　なお、チャンネルの変更作業で、対策員が現金を請求したり、後日請求書が送られて来たりすることは、絶対

にありませんからご注意ください。

　　　　　　　　　誌　　　　　　　　〔お問い合わせ〕
　　　　　　一　　　　還一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　宮崎・鹿児島地域受信対策センター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TELO120－550－142・FAX　O120－550－219

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　携帯・公衆電話から099－206－8634（有料）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受付時間　平　　　日　9：00～21：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　土・日・祝日　9：00～18：00

　　　　罐…　　＝＝・軋　塁§　　　一　≡　．二…＝　　　　　　　　　＝＝．轟’”．＝＝　二・・ド・≡≡　　●・　●●　．

東郷中継局の変更になるチャンネル

放　送　局　　現在のチャンネル 新しいチャンネル

NHK 総　合1　　　3 変更ありません

教　育 1　　　　　 変更ありません

MRT宮崎放送 52　　　　…　　　41

UMKテレビ宮崎 54　　　　　　　　37
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拳劉一鐸嬰1’．　　吻
　11月6日（土）、7日（日）に、牧水の里の秋祭り第22回東郷町産業文化祭が道の駅と

うこうで開催されました。

　日本晴れのすばらしい天候に恵まれ、イベント広場には、北海道幕別町の特産品販

売、沖縄県宜野湾市の黒砂糖つくりの紹介、ふるさと市場、婦人会、商工会、各団体

など多くのコーナーが設営され、各種作品展や農林産品展、寒蘭展など大勢の来場者

で賑わいました。また、特設ステージでは、城之内早苗さん、地元出身の水沢明美さ

んの歌謡ショーや芸能披露など多彩な催しもので大盛会と

なりました。　　　　　　　　　　　　　　　　　｝’薬の

農
林
産
品
展
の
お
礼

　
本
年
も
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
た
農
林
産
品
展

に
は
、
相
次
い
だ
台
風
の
影
響

が
心
配
さ
れ
る
中
、
9
8
名
の
生

産
者
の
方
か
ら
丹
精
こ
め
た
1

6
2
点
に
も
の
良
質
な
生
産
物

等
を
出
展
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
審
査
員
の
普
及
セ
ン
タ
ー
及

び
農
協
職
員
の
方
々
か
ら
は
、

入
賞
品
の
す
ば
ら
し
さ
と
共
に

多
発
し
た
台
風
に
め
げ
な
い
作

付
工
夫
に
感
心
し
て
お
ら
れ
ま

し
た
。

　
な
お
、
出
展
い
た
だ
き
ま
し

た
品
物
の
う
ち
、
寄
贈
い
た
だ

い
た
野
菜
等
の
売
上
げ
は
全
額
、

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

91●彊匪・●

制荊
羅1器

……
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霜
●

9
……鐘確・茎影

●

旛伊
【
農
林
技
術
賞
】

個
人
の
部

・
椎
茸
部
門

・
花
卉
部
門

・
特
別
功
労

・
特
別
功
労

磯
貝
　
一
（
田
野
）

川
越
ヤ
ス
ヨ
（
仲
深
）

吉
田
　
稔
（
田
野
）

故
伊
東
尚
（
鶴

野
内
）

団
体
の
部

・
東
郷
町
シ
キ
ミ
部
会

会
長
中
田
實

【
農
林
産
品
展
】

・
野
菜
の
部
・
優
等

　
　
　
伊
東
芳
子
（
八
重
原
）

【
寒
蘭
展
】

・
東
郷
町
長
賞

　
　
　
田
辺
喜
広
（
福
瀬
）

【
高
齢
者
作
品
展
】

・
優
等
　
新
名
淳
一
（
羽
坂
）

【
観
光
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
】

．
金
賞
　
菊
池
敏
光
（
鶴
野
内
）

酵

91●・o
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1
0
月
2
3
日
（
土
）
、
2
4
日
（
日
）

に
、
宮
崎
市
、
日
南
市
な
ど
か

ら
2
4
名
が
参
加
し
て
「
ふ
る
さ

と
体
験
ツ
ア
ー
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
県
が
主
催
し
、
地

域
の
く
ら
し
、
自
然
、
歴
史
、

文
化
を
通
し
て
過
疎
地
域
の
魅

力
に
触
れ
ら
れ
る
旅
と
し
て
、

体
験
ツ
ア
ー
を
企
画
し
た
も
の
で
、

参
加
者
は
、
好
天
に
も
恵
ま
れ
、

い
も
掘
り
に
汗
を
流
し
、
陶
芸
、

そ
ば
打
ち
、
み
か
ん
狩
り
な
ど

を
体
験
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
元
の
人
た
ち
と
焼

酎
を
酌
み
交
わ
し
な
が
ら
の
交

流
会
も
あ
り
、
東
郷
町
の
魅
力

を
十
分
に
感
じ
て
い
た
だ
い
た

も
の
と
思
い
ま
す
。

●

’
■一

L
百
レ」

、
’三，

、
欄●

　
平
成
1
6
年
1
2
月
1
日
か
ら
平
成
1
7
年
3
月
2
0

日
ま
で
、
県
内
各
河
川
に
お
い
て
、
増
・
養
殖

用
種
苗
を
確
保
す
る
た
め
、
う
な
ぎ
稚
魚
（
し

ら
す
う
な
ぎ
）
の
特
別
採
捕
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
採
捕
に
は
、
知
事
の
許
可
が
必
要
で
あ
り
、

許
可
を
受
け
ず
に
採
捕
し
た
場
合
は
処
罰
さ
れ

ま
す
。

　
ま
た
、
　
「
う
な
ぎ
稚
魚
の
取
り
扱
い
に
関
す

る
条
例
」
に
基
づ
く
登
録
を
受
け
ず
に
、
全
長

25

p
以
下
の
大
き
さ
の
う
な
ぎ
稚
魚
を
売
買
・

所
持
等
し
た
場
合
に
も

処
罰
さ
れ
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

宮
崎
県
農
政
水
産
部

　
漁
政
課
漁
業
調
整
係

電
話
0
9
8
5
1
2
6

　
　
　
－
7
1
4
6

ルタップを使ってのタコ足溜隷をしτいる

母にたくさん②輩気が流紘過熱して危険

具は、コンセントから直接使うようにしま

ド
り
凶
↑
。
器
㍉

騨
ぎ
麟

　
　
　
　
、
す
気
よ

コ
か
テ
と
で
翻
し

〃
●

　
郵
便
局
主
催
の
第
3
0
回
「
私
の

ア
イ
デ
ア
貯
金
箱
」
コ
ン
ク
ー
ル

が
開
催
さ
れ
、
小
学
校
1
～
2
年

生
の
部
で
東
郷
小
学
校
2
年
生
、

徳
森
堅
人
く
ん
が
、
山
陰
郵
便
局

長
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
徳
森
く
ん
の
作
品
は
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
を
利
用
し
て
、
色
も
き
れ

い
に
塗
ら
れ
ア
イ
デ
ア
い
っ
ぱ
い

の
「
ロ
ボ
ッ
ト
貯
金
箱
」
で
す
。

　
　
1
1
月
1
5
日
か
ら
翌
年
3
月

　
　
1
5
日
ま
で

　
　
　
・
そ
の
他
の
狩
猟
鳥
獣
の

　
　
猟
期

　
　
1
1
月
1
5
日
か
ら
翌
年
2
月

　
　
1
5
日
ま
で

　
本
町
は
、
平
成
1
6
年
度
の
猟
期
か
ら
メ
ス
ジ
カ

の
狩
猟
が
で
き
る
区
域
と
な
り
ま
し
た
。

・
メ
ス
ジ
カ
可
猟
区
域
の
シ
カ
に
係
る
猟
期
（
オ

ス
ジ
カ
も
含
む
）

財団法人　九州電気保安協会なります。

遇熱しτ

火華に

3猛●肇匪・●到蒙慧騰i■薩垂説i‘蓑

コ足だと

◇
数分簑にな

……
ﾟ

，
＝

一＝
－
吊

璽

●

……歴・聾

　
今
月
は
鶴
野
内
の
農
業
生
産
法
人
「
い
も

が
ら
ぼ
く
と
」
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

：
昌
、

⑦
。
現
況
と

　
　
　
　
　
今
後
の
経
営

業

閣騨掬⑦

一「蝋
＝×

　
平
成
十
五
年
二
月

に
山
野
勝
隆
代
表
取

締
役
、
須
藤
元
彰
取

締
役
、
原
田
憲
二
取

締
役
の
三
人
で
農
業

法
人
を
立
ち
上
げ
て
二

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
現
在
、
ラ
ッ
キ
ョ

ウ
と
里
芋
を
組
み
合

わ
せ
た
複
合
経
営
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
経
営
規
模
は
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
五
ヘ

ク
タ
ー
ル
に
里
芋
○
・
五
ヘ
ク
タ
ー

ル
（
種
芋
用
）
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
経
営
に
つ
い
て
は
ラ
ッ

キ
ョ
ウ
、
里
芋
、
牛
募
、
大
根
と
和

牛
生
産
を
組
み
合
わ
せ
た
農
業
生

産
法
人
経
営
を
め
ざ
し
て
い
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

○
農
業
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
専
任
職
員
の
；
P

、
吸
熱

ジ
・
壽
夢
訴
惑

営
多

　
今
月
は
鶴
野

内
の
農
業
生
産

纒
戦
錬
鍵

　
　
　
勝
隆
、
須
藤
元

　
　
　
彰
さ
ん
の
お
二

　
　
　
人
に
農
場
で
取

　
　
　
材
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
農
業
生
産
法

　
　
　
人
「
い
も
が
ら

　
　
　
ぼ
く
と
」
は
代

　
　
　
表
の
山
野
勝
隆
（

　
　
　
2
4
歳
）
、
須
藤
元

　
　
彰
（
2
4
歳
）
、
原

　
　
　
田
憲
二
（
4
3
歳
）

　
　
　
の
三
人
構
成
で

　
　
平
成
十
五
一
二

　
月
三
日
に
設
立
さ
れ
露
地
の
根

　
菜
類
と
畜
産
と
を
組
み
合
わ
せ

　
た
二
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
雇
用
型

　
大
規
模
経
営
を
目
指
し
て
お
ら

　
れ
ま
す
。
現
在
は
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
五

　
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
里
芋
（
種
芋
用

　
と
し
て
）
○
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル

を
栽
培
し
て
い
ま
す
が
、
今
後

は
水
田
牛
募
○
・
四
ヘ
ク
タ
ー

ル
や
里
芋
の
面
積
拡
大
を
図
り

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
輪
作
を
行

い
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
耕
地
は
自
作
地
三
・
三
ヘ
ク

タ
ー
ル
と
借
地
五
ヘ
ク
タ
ー
ル

が
あ
り
ま
す
が
東
郷
町
内
と
都

農
町
牧
内
に
圃
場
が
あ
り
、
東

郷
町
内
は
鶴
野
内
、
虚
血
、
坪

谷
に
借
地
が
あ
り
水
田
は
圃
場

整
備
さ
れ
て
い
る
が
水
は
け
が

悪
い
畑
は
未
整
備
で
あ
り
小
石

が
多
い
、
ま
た
、
分
散
し
て
い

る
た
め
効
率
が
悪
い
の
で
ま
と

ま
っ
た
広
い
畑
が
ほ
し
い
と
の

と
で
し
た
。

　
山
野
、
須
藤
さ
ん
は
農
業
は

初
め
て
の
新
規
就
農
者
で
す
が

農
業
技
術
習
得
の
た
め
各
種
研

修
会
に
積
極
的
に
参
加
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
ま
で
就
農
し
て
か

ら
の
農
業
に
つ
い
て
伺
い
ま
し

た
と
こ
ろ
農
業
は
天
候
次
第
で

農
作
業
が
左
右
さ
れ
今
年
は
特

に
六
・
七
月
の
空
梅
雨
と
異
常

高
温
、
八
月
中
旬
か
ら
の
長
雨

と
四
回
に
わ
た
り
超
大
型
の
台

風
の
襲
来
で
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
や
水

田
牛
募
の
作
付
け
が
遅
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
今
私
た
ち
は
ラ

ッ
キ
ョ
ウ
の
植
え
付
け
に
十
人

あ
ま
り
の
町
内
の
ご
婦
人
を
臨

時
雇
用
し
て
い
ま
す
が
ご
婦
人

方
の
ま
じ
め
に
楽
し
く
働
く
姿

と
パ
ワ
ー
を
み
て
私
た
ち
は
元

気
を
も
ら
い
や
る
気
が
で
て
ま

い
り
ま
し
た
と
こ
二
人
が
言
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
し
ば
ら
く

農
産
部
門
の
経
営
の
確
立
を
行

い
経
営
が
安
定
し
た
ら
畜
産
部

門
の
拡
大
を
図
り
耕
畜
連
携
の

農
業
生
産
法
人
経
営
を
さ
ら
に

安
定
さ
せ
た
い
。
ま
た
、
遊
休

地
の
活
用
と
雇
用
に
よ
る
労
働

の
場
を
作
る
地
域
貢
献
型
の
農

業
で
自
分
た
ち
が
飯
を
食
え
る

よ
う
頑
張
り
た
い
と
言
っ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。

　
い
も
が
ら
ぼ
く
と
の
皆
さ
ん

日
向
地
区
で
耕
種
で
は
初
め
て

の
農
業
生
産
法
人
の
誕
生
は
今

地
域
の
担
い
手
と
し
て
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
さ
ら
な

る
生
産
技
術
の
向
上
と
記
帳
を

基
に
計
数
的
に
経
営
状
況
を
把

握
し
無
理
の
な
い
よ
う
計
画
的

に
目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。

螢
繧
蓑
遡

　
1
1
月
期
子
牛
・
育
成
牛
郡
共
進

会
が
開
催
さ
れ

　
ま
し
た
。
本
町
か
ら
7
頭
出
品

し
て
い
ま
す
。

　
成
績
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り

で
す
。

東
臼
杵
郡
市
共
進
会

〔
雌
子
牛
の
部
〕

羽
坂
　
福
永
マ
ス
ミ

　
か
つ
ふ
く
一
1
5
号
　
弐
等
賞

福
瀬
　
高
尾
初
代

　
し
ず
こ
号
　
弐
等
賞

坪
谷
岡
村
賢
↓

　
ひ
ら
し
げ
8
の
1
高

羽
坂
　
福
永
マ
ス
ミ

　
か
つ
ふ
く
1
1
6
号

〔
去
勢
の
部
〕

福
瀬
　
高
尾
ふ
さ
美

　
高
昭
1
9
号

団
体
成
績
1
0
位

弐
等
賞

参
等
賞

弐
等
賞

旧
ル
旧
痂
郡
本
旧
ロ
0
0
評
△
五

〔
雌
子
牛
の
部
〕

寺
迫
海
野
直

　
ふ
く
ま
つ
み
号
　
弐
等
賞

〔
育
成
牛
の
部
〕

寺
物
海
野
直

　
し
げ
ま
つ
み
1
号
　
壱
等
賞
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☆東郷町では「国民健康保険健康優良者」を、健康増進に努めており医療機関にかかる必要のない無受診

者であるものとしています！

ある一定期間に療養の給付を受けなかったもの

例）15年度の無受診者とは、15年度の1年間を通し療養の給付を受けなかったもの

　15年度の国民健康保険加入者は2，739人です。そのうち、257人（約1割）が15年度「無受診者」でした。

20歳未満を除く無受診者で、16年度に町主催の基本健診を受診しているのは約2割です。東郷町では、春に

総合検診を実施しています。内科系の慢性疾患等で定期的に医療機関を受診し検査を受けている方は、基

本健診を受ける必要はありませんが、無受診者を含む検査を受ける機会がない方は、基本健診をはじめと

する町の各種検診をご利用ください。

15年度無受診者

無受診者

　9％

1度でも医療機関を

受診したことがある

　　　91％

どうして健診を
受ける必要があるのでしょう？

　いきいきとすごやかな生活を送るためには、日常生活で生活習慣病を予

防するなど、心と体の健康が基本です。

生活習慣病は、かかりはじめの頃の自覚症状がほとんどないため、知らな

い間に病気が進行していることがあります。健康に自信がある方ももちろ

んのこと、定期的に健診を受けて、健康状態をつかんでおくことが大切です。

※各種ガン検診も、毎年受けるようにしましよう1

　・・基準値について…

　検査結果の基準値は目安であり、必ずしも病気か健康かを判断する基準

ではないのでご注意ください。

・
舵

機
剥

平
成
十
六
年
度
「
国
民
健
康
保
険
健

康
優
良
者
」
の
表
彰
を
、
い
き
い
き

健
康
ま
つ
り
で
行
い
ま
し
た
。

　
表
彰
は
、
平
成
十
五
年
度
に
療
養
の
給
付
を

受
け
る
こ
と
な
く
、
国
民
健
康
保
険
税
等
義
務

負
担
を
完
納
し
、
平
成
十
六
年
度
の
基
本
健
康

診
査
で
異
常
を
認
め
な
い
、
も
し
く
は
各
種
が

ん
検
診
を
全
て
受
診
し
基
本
健
診
が
要
指
導
ま

で
の
方
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

橋植直甲水松大那河荒

口野四脚野岡野須野川

み
　
さ
さ
ん

文
　
夫
さ
ん

た
え
子
さ
ん

有
　
吉
さ
ん

藤
　
雄
さ
ん

史
　
巳
さ
ん

富
久
美
さ
ん

ミ
サ
ヱ
さ
ん

賢
　
一
さ
ん

祐
　
二
さ
ん

（
寺
　
迫
）

（
寺
　
迫
）

（
福
　
瀬
）

（
小
野
田
）

（
仲

（
坪

（
坪

（
坪

（
越

深
）

谷
）

谷
）

谷
）

表
）

（
下
渡
川
）

麿』麟轟がを蝕よ誘＋ト癒食鄙

…
　

　　　　　　しょうがの辛み成分には、毛細血管を開いて血液の流れを活発1こする働

　　　・㍉　きがあります。

一こ　　　　　しょうがは、保温作用や冷え性解消に効果のある成分も含んでいるので、
　　勢　　調理やドリンク（しょうが湯など）rこ活用しましょうl　　　　　　　　　l
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平成17年4月1より結核予防法の改正に伴い対象年齢が生後6ヶ月未

満となり、またツベルクリン反応検査はなくなり、

BCG接種のみとなります。つきましては平成17年

3月31日までに未接種児（生後3～48か月未満児）

および生後3か月を過ぎましたらできるだけ早く受

けましょう。

3、≧

鎌一

輪

護欝壷の』

や
す
ら
ぎ
館

外
6
9
－
3
3
6
7

　今年度標記健診を受診されていない方を対象に個別健康診査を実施しています。

希望される方は、直接下記医療機関に電話予約の上受診して下さい。

　1年に1回は健康診査を受け、自分の健康状態を把握し健康な体を維持しましょう。

1．期間　平成16年11月15日（月）から平成16年12月22日（水）まで

2．検診実施医療機関　①東郷町国民健康保険病院　（電話69－2013）

　　　　　　　　　　　②三股病院　（電話58－0034）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぼ’
　　　　　　　　　　　③青柳内科循環器科　（電話68－3611）

3．受診料　基本健診　　　　800円（40歳以上の方）・400円（39歳以下の方）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　結核検診　　　　無料（19歳以上の方）

　　　　　　腹部エコー検診　900円（40歳以上の方）

※当日、医療機関にて徴収します。

12月の行事予定表
期　日 場　　　　所 受付時間

12月地区巡回健康相談

育児サークルちびちびCLUB
お近くの健康相談をご利用ください。

7・21日（火） や　　す　　ら　ぎ　館 10：00～12：00
内容： 血圧・体重測定、尿検査、相談、 指導

リハビリ教室
老人保健手帳をご持参ください。

9日（木） シルバーセンター 10：00～14：00 期　日 会　　　場 受付時間
1歳6か月児健康診査 大工野集落センター 9：30～10：00

15日（水） や　　す　　ら　ぎ　館 13：30～14：00 1日（水）

2歳6か月児健康診査 鶴野内コミュニティセンター 13：30～14：00

15日（水） や　　す　　ら　ぎ　館 14：00～14：30
迫野内地区多目的集会施設 9：30～10：00

赤ちゃん相談 3日（金）

15日（水） や　　す　　ら　ぎ　館 9：30～10：00 鹿　瀬　集　会　所 13：30～14：00

さくらんぼの会 8日（水） 東上コミュニティセンター 9：30～10：00

22日（水） や　　す　　ら　ぎ　館 10：00

1 人当たり医療費（平成16年3月～平成16年6月）単位，円 地　内　集　会　所 9：30～10：00

14日（火）

東　郷　町 八重原地区高齢者プラザ 13：30～14：00

1人当たり医療費1順位
市町村平均

稲葉野地区多目的集会施設 9：30～10：00

16日（木）

一　般 82，743　18 71，482

退　職 112，871　128 116，255
田　野　公　民　館 13：30～14：00

老　健 287，157　11 251，558 17日（金）
硯　野　集　会　所 9：30～10：00

合　計 151，594　11 125，867 羽坂地区生活改善センター 13：30～14：00

路　・　　3＝．　　　　圭　≡
　5， 。●　●●　．
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　11月に入り、冬の寒さを感じるようになりましたが、皆さんは風邪をひか

ずに元気でお過ごしでしょうか。

　この秋、私は一度も風邪をひきませんでしたが、去年の同じ時期、私は風鶴

邪をひいて声をかすめることがしばしばありました。お正月にハワイに帰っ

た時も、インフルエンザで3週間ぐらい布団から離れることができませんで

した。そんなお正月を2度と過ごしたくないと思いながら、今年は健康でい

れるようにがんばっています。

　先月の「サラつとタイム」で、運動というテーマで話しをしましたが．健康

を保つために、運動だけではなく食生活やストレスの発散について考慮すること

　みモ
：謬

　も大切です。また、突発的に起こる交通事故についても私たちは気を付けなければなりません。交通事

　故は一瞬に：して人の人生を変えてしまう恐ろしいものです。

　　ここで、日本とアメリカとの交通安全の状況の違い．意識問題について述べようと思います。

　　まず飲酒運転についてですが、アメリカでは＼特に年末年始に飲酒運転での事故が多いようです。そ

　れに対し日本では警察の取り締まりが厳しいせいか、アメリカほどの飲酒運転による事故はありません。

　　次にシートベルトとチャイルドシートについてですが、これは飲酒運転とは逆でアメリカより日本の

　方が守られていないようです。先月、日本人の知り合いがシートベルトを締めずに運転をしていて、警

　察に注意されました。知り合いは生まれたばかりの子供と乗車していたわけですが＼子供にもチャイル

　ドシートを着用させていませんでした。彼女にとってシートベルトやチャイルドシートがどれほど重要

　なものと認識されていたかはわかりませんが、多くの事故に遭ったことのない人たちはそれらを楽観的

　に考えてるのではないでしょうか。

　　交通事故自体は突発的におこる出来事ですが、それから身を守るシートベルト等は普段の健康管理と

　同じく、習慣にしてほしいものです。

　　起こってからでは遅い交通事故、自分の安全（健康）だけでなく他人の安全（健康）にも配慮する為にで

　きることを習慣づけていきましょう。

つ皆さんもお正月を楽しく・元気で過ごしてくださし’ね・

♂
ワ

短
歌
尾
鈴
短
歌
会

呼
集
く
夕
べ
の
庭
に
停
み
て
逝
き

し
二
人
の
子
に
思
ひ
及
び
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
ピ
サ

ベ
ッ
ド
よ
り
流
れ
る
秋
の
雲
意
の
ま

ま
に
思
い
描
き
ぬ
ひ
と
と
き
楽
し

　
　
　
　
　
　
　
若
藤
美
智
子

収
穫
を
む
か
へ
し
稲
に
降
り
続
く

夜
の
雨
音
き
け
ば
い
ね
ざ
り

　
　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市

年
月
を
か
け
て
集
め
し
記
念
切
手

一
夜
の
雨
に
夢
も
崩
れ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
鈴
子

台
風
の
爪
跡
残
る
耳
川
の
赤
き
流

れ
は
海
に
広
が
る

　
　
　
　
　
　
　
橋
口
忠
孝

台
風
に
葉
の
し
わ
枯
れ
し
竹
林
幾

日
も
な
く
葉
の
芽
吹
き
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
映
一

荒
れ
狂
ひ
し
台
風
さ
り
て
薄
日
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
こ

す
今
日
の
日
和
を
人
ら
の
託
つ

　
　
　
　
　
　
　
三
浦
園
男

久
々
の
会
ふ
友
多
き
敬
老
会
台
風

後
の
話
の
は
つ
む

　
　
　
　
　
　
　
木
村
秋
男

り
ん
ア
マ
つ

竜
胆
と
ス
ス
キ
を
描
く
部
屋
の
ノ

レ
ン
吹
き
込
む
風
は
秋
の
匂
い
す

　
　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子

台
風
の
発
生
多
き
秋
の
く
れ
す
べ

な
く
熊
は
人
里
を
襲
ふ

　
　
　
　
　
　
　
岩
木
幸
美

台
風
の
後
片
付
け
を
終
へ
し
庭
ホ

ト
ト
ギ
ス
は
花
の
盛
と
な
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
岩
木
富
子

緩
や
か
に
雲
流
れ
ゆ
く
秋
の
空
姑

の
命
日
近
づ
き
て
来
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
小
山
貞
代

病
む
ゆ
え
に
老
い
の
目
に
立
つ
今
日

の
妻
朝
に
夕
べ
に
我
は
手
を
取
る

　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

爪
先
の
上
ら
ぬ
歩
み
気
が
か
り
で

　
　
　
み
　
　
の
つ

通
ら
ぬ
山
道
の
小
枝
拾
い
つ

　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

な
な
か
ま
ど
色
づ
く
頃
と
仰
ぎ
見

る
尾
平
峠
は
霧
濃
く
な
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
高
野
美
智
雄

雛潤墜欝1●聰儒踊騰謳箆話1雛
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獅
ﾌ
蛍
鵜
擶
謬

ビ
デ
オ
上
映
会

☆
H
日
（
土
）
1
3
時
3
0
分
～

『
ま
ん
が
日
本
昔
ぱ
な
し
』
よ
り

　
「
き
つ
ね
の
嫁
入
り
」
「
熊
と
狐
」

　
「
う
ぐ
い
す
長
者
」

　
「
ミ
ソ
サ
ザ
イ
は
鳥
の
王
様
」

☆
2
5
日
（
土
）
1
3
時
3
0
分
～

『
ま
ん
が
日
本
昔
ぱ
な
し
』
よ
り

　
「
カ
サ
売
り
お
花
」
「
船
幽
霊
」

　
「
赤
ん
坊
に
な
っ
た
お
婆
さ
ん
」

　
「
水
神
さ
ま
と
虹
の
橋
」

さ
く
ら
館
の
休
館
日

6
日
。
1
3
日
・
2
0
日
・
2
3
日
・
2
7
日
・

29

冝
E
3
0
日
・
3
1
日

さ
く
ら
館
ま
つ
り
開
催

　
秋
の
さ
く
ら
館
ま
つ
り
が
、

10

獅
R
0
日
（
土
）
か
ら
3
1
日
（
日
）

に
か
け
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
催
中
、
多
く
の
方
々
が
来
館

さ
れ
ま
し
た
。

F

一
般
図
書
　
　
　
9

・
き
ら
き
ら

　
　
　
　
　
シ
ン
シ
ア
・
カ
ド
ハ
タ

　
姉
が
わ
た
し
に
最
初
に
教
え

て
く
れ
た
こ
と
ば
、
そ
れ
は
「
き

ら
き
ら
」
と
い
う
日
本
語
だ
っ

た
…
。
ア
メ
リ
カ
南
部
の
工
場

で
働
く
日
系
二
世
の
両
親
と
美

し
く
聡
明
な
姉
娘
リ
ン
、
ひ
ょ

う
き
ん
な
妹
ケ
イ
ト
。
深
い
家

族
愛
と
彼
ら
を
襲
う
苦
難
を
透

明
な
文
体
で
描
く
。

伊繍齢

そ
の
他

・
ミ
ス
テ
リ
十
二
か
月
北
村
　
薫

・
ば
ら
色
の
人
生
　
　
鷺
沢
　
萌

・
別
れ
の
後
の
静
か
な
午
後

　
　
　
　
　
　
　
　
大
崎
善
生

・
悪
の
梯
子
　
　
　
澤
田
ふ
じ
子

・
ワ
ー
キ
ン
グ
ガ
ー
ル
・
ウ
ォ
ー
ズ

　
　
　
　
　
　
　
柴
田
よ
し
き

・
乱
気
流
　
上
・
下
　
高
杉
　
良

・
雀
　
　
　
　
　
　
谷
村
志
穂

・
御
用
盗
銀
次
郎
　
　
東
郷
　
隆

・
永
仁
の
壺
　
　
　
　
村
松
友
視

・
願
い
星
、
叶
い
星

　
　
　
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ベ
ス
タ
ー

・
石
を
積
む
人

　
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ム
ー
二
i
・
J
r
．

・
荒
蝦
夷

・
砂
漠
の
船

・
霊
鬼
頼
朝

・
よ
う
つ
春
夏
冬
中

・
魔
術
師

熊
谷
達
也

篠
田
節
子

高
橋
直
樹

長
野
ま
ゆ
み

　
　
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
デ
ィ
ー
ヴ
ァ
ー

・
金
毘
羅
　
　
　
　
　
笙
野
頼
子

・
も
も
こ
の
7
0
年
代
手
帖

　
　
　
　
　
　
　
さ
く
ら
も
も
こ

児
童
図
書

・
富
士
山
の
大
研
究
　
江
藤
初
生

（
小
学
校
中
学
年
対
象
）

・
学
校
の
世
界
地
図
小
川
真
理
子

（
小
学
校
上
学
年
・
中
学
生
・

　
高
校
生
対
象
）

・
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
と
不
死
鳥
の

　
騎
士
団
　
上
・
下

　
　
　
　
　
J
．
K
．
ロ
ー
リ
ン
グ

（
小
学
校
上
学
年
・
中
学
生
対
象
）

・
魚
だ
っ
て
恋
を
す
る
　
今
江
祥
智

（
小
学
校
上
学
年
対
象
）

・
保
育
士
小
松
ゆ
り

　
　
　
　
　
　
　
普
光
院
亜
紀

（
中
学
生
対
象
）

・
赤
川
次
郎
ミ
ス
テ
リ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

　
一
2
　
幻
の
四
重
奏

　
1
4
　
三
姉
妹
探
偵
団
怪
奇
篇

　
　
　
　
　
　
　
　
赤
川
次
郎

（
小
学
校
上
学
年
・
中
学
生
・

　
高
校
生
対
象
）

・
ス
グ
リ
　
　
　
　
野
崎
ゆ
き
え

（
小
学
校
上
学
年
・
中
学
生
対
象
）

・
星
か
ら
き
た
探
偵

　
　
　
　
　
　
ハ
ル
・
ク
レ
メ
ン
ト

（
小
学
校
中
・
上
学
年
・
中
学

　
生
対
象
）

・
光
る
雪
の
恐
怖

　
　
　
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ホ
ー
ル
デ
ン

（
小
学
校
中
・
上
学
年
・
中
学

　
生
対
象
）

・
図
解
古
代
ロ
ー
マ

　
　
ス
テ
イ
ー
ヴ
ン
・
ピ
ー
ス
テ
ィ

（
小
学
校
上
学
年
・
中
学
生
対
象
）

・
世
界
あ
ち
こ
ち
ゆ
か
い
な
家
め
ぐ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
小
松
義
夫

（
小
学
校
中
学
年
対
象
）

人
権
研
修
紹
介
本

・
で
ん
で
ん
む
し
の
か
な
し
み

　
　
　
　
　
　
　
　
新
美
南
吉

え
ほ
ん

・
う
さ
ぎ
の
び
よ
ん
の
ク
リ
ス
マ
ス

　
　
　
　
ハ
ロ
ル
ド
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ

　
ぴ
ょ
ん
は
ぬ
い
ぐ
る
み
の
う
さ
ぎ
。

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
の
晩
、
小
人
た
ち

に
連
れ
ら
れ
て
サ
ン
タ
さ
ん
の
と

こ
ろ
へ
行
っ
た
び
ょ
ん
は
、
あ
る
お

願
い
を
し
ま
し
た
…
。
英
国
の
香

り
高
い
古
典
絵
本
。

・
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
か
ぜ
ひ
い
た
！

　
　
　
　
　
　
テ
ィ
ム
・
ワ
ー
ン
ズ

　
明
日
は
い
よ
い
よ
ク
リ
ス
マ
ス

イ
ブ
。
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
は
ご
き
げ

ん
で
早
起
き
。
が
、
ん
？
な
ん
だ
か

変
だ
ぞ
。
ハ
ー
ク
シ
ョ
ン
！
大
変
、

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
風
邪
を
ひ
い

ち
ゃ
っ
た
、
ど
う
し
ょ
う
…
。
サ
ン

タ
ク
ロ
ー
ス
と
動
物
た
ち
の
ゆ
か

い
な
お
話
。

そ
の
他

・
だ
か
ら
ど
っ
と
お
や
す
み
な
さ
い

　
　
　
　
ガ
ー
ス
・
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ

・
ば
し
ん
！
ば
ん
！
ど
か
ん
！

　
　
　
　
　
ピ
ー
タ
ー
・
ス
ピ
ア

・
旅
の
絵
本
　
6
　
　
安
野
光
雅

・
ね
ず
み
く
ん
と
お
て
が
み

　
　
　
　
　
　
　
　
上
野
紀
子

・
パ
ン
ダ
く
ん
パ
ン
ダ
く
ん
な
に

　
み
て
い
る
の
？

　
　
　
　
　
　
エ
リ
ッ
ク
・
カ
ー
ル

・
も
し
も
日
本
人
が
み
ん
な
米
つ

　
ぶ
だ
っ
た
ら
　
　
津
川
シ
ン
シ
ケ

・
み
ん
な
ぼ
う
し
を
か
ぶ
っ
て
た

　
　
　
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ス
タ
イ
グ

・
私
が
学
校
に
行
か
な
か
っ
た
あ
の
年

　
　
　
　
　
　
ジ
ゼ
ル
・
ポ
タ
ー

・
わ
に
わ
に
の
お
ふ
ろ
山
ロ
マ
オ

人
権
研
修
紹
介
本

・
お
れ
は
テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
宮
西
達
也

・
み
ん
な
ぜ
ん
ぶ
い
ろ
ん
な

　
　
　
　
　
　
　
　
奥
田
高
文

・
あ
ら
し
の
よ
る
に
（
シ
リ
ー
ズ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
祐
一

・
だ
じ
ゃ
れ
す
い
ぞ
く
か
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
高
畠
　
純

・
マ
マ
と
パ
パ
を
さ
が
し
に
い
く
の

　
　
　
　
　
ポ
リ
！
・
ケ
ラ
ー

※
他
に
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
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第
5
6
回

　　

l
権
週
間

　
1
2
月
1
0
日
は
人
権
デ
i
。
そ

し
て
そ
の
人
権
デ
ー
を
最
終
日

と
す
る
1
週
間
（
1
2
月
4
日
～

10

冝
j
は
人
権
週
間
で
す
。

「
育
て
よ
う
　
一
人
一
人

の
　
人
権
意
識
」

～
身
近
な
こ
と
か
ら
人
権
を

　
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
～

　
こ
れ
は
第
5
6
回
人
権
週
間
の

強
調
事
項
で
す
。
国
民
一
人
一

人
が
命
の
尊
さ
・
大
切
さ
や
自

己
が
か
け
が
え
の
な
い
存
在
で

あ
る
と
同
時
に
、
他
人
も
か
け

が
え
の
な
い
存
在
で
あ
る
こ
と

を
真
に
実
感
し
、
家
庭
、
学
校
、

職
場
、
地
域
社
会
な
ど
身
近
な

と
こ
ろ
が
ら
、
お
互
い
の
人
権

を
尊
重
し
合
え
る
よ
う
に
、
と

い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
小
さ
な
赤
ち
ゃ
ん
で

あ
っ
て
も
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
感

情
や
考
え
を
持
っ
て
い
ま
す
。
　
「
お

し
り
が
冷
た
い
よ
。
お
む
つ
を

か
え
て
」
　
「
お
な
か
が
す
い
た
よ
。

お
ち
ち
が
ほ
し
い
」
　
「
さ
み
し

い
よ
。
だ
っ
こ
し
て
」
↓
人
の

人
間
と
し
て
の
、
大
切
な
訴
え

で
す
。
そ
れ
に
、
ど
う
応
え
て

や
る
か
。
こ
れ
だ
っ
て
、
赤
ち

ゃ
ん
の
人
権
を
守
る
こ
と
に
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　
無
口
な
A
君
が
い
じ
め
に
あ

っ
た
。
本
人
が
気
に
し
て
い
る

と
知
り
な
が
ら
、
わ
ざ
と
い
や

が
る
あ
だ
な
で
呼
ん
だ
り
、
い

や
な
事
を
言
い
つ
け
た
り
す
る
。

遊
び
仲
間
に
い
れ
て
や
ら
な
い
。

A
君
の
学
校
生
活
は
暗
く
て
い

や
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
。

学
校
へ
行
き
た
く
な
い
。
友
達

が
信
じ
ら
れ
な
い
。
こ
れ
も
、

中
学
生
と
し
て
楽
し
く
生
活
で

き
る
人
権
が
奪
わ
れ
て
し
ま
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
大
人
・
子
ど
も
に
関
係
な
く
、

男
・
女
に
関
係
な
く
、
ま
し
て
や
、

年
を
と
っ
て
い
て
も
、
病
気
で

あ
っ
て
も
、
体
に
障
害
が
あ
っ

て
も
、
み
ん
な
人
間
ら
し
く
生

き
る
権
利
を
持
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い

と
思
い
ま
す
。

　
人
権
を
守
る
と
い
う
こ
と
は

難
し
い
こ
と
に
思
わ
れ
ま
す
が
、

］
人
一
人
を
尊
重
す
る
気
持
ち
・

大
切
に
思
う
気
持
ち
が
あ
れ
ば
、

必
ず
で
き
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

（
人
権
に
関
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
抜
粋
）

☆
皆
さ
ん
も
こ
の
人
権
週
間
中

に
身
近
な
こ
と
か
ら
人
権
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

饗膳昼制摩滅つひζ

Q　裁判員制度ってなに？

A　国民のみなさんに裁判員として刑事裁判に参加して
　もらい，被告人が有罪かどうか，有罪の場合どのよう
　な刑にするかを裁判官と一緒に決めてもらう制度です。

　　国民が裁判に参加する制度は，アメリカ，イギリス，

　ドイツ，イタリア等でも行われています。

Q　導入されることにより何が変わるの？

A　法律の専門家ではない国民のみなさんが刑事裁判に
　参加することにより，裁判が身近で分かりやすいもの
　となり，司法に対する信頼の向上につながることが期
　待されています。

Q　いっから実施されるの？
A　　「裁判員の参加する刑事裁判に関する法律」の公布

　の日（平成16年5月28日）から5年以内に実施さ
　れます。

Q　裁判員はどうやって選ばれるの？

A　20歳以上の国民のみなさんの中から，抽選で候補
　者を選びます。実際に裁判員になるのは，この候補者
　の中から，事件ごとに選任のための手続により選ばれ
　た人たちです。

Q　裁判員は，何をするの？

A　裁判官3人と裁判員6人が一組となり，法廷で検察
　官の主張や被告人・弁護人の主張，証拠の内容を見聞
　きした上で，被告人が有罪かどうか，また有罪である
　としたら，どのような刑が適当かを議論して決めます。

＊詳しくは，裁判所ホームページ
　http：／／www．courts．gojp／をご覧ください。

石
井
十
次
の
生
涯
を
描
い
た
映
画

「
石
井
の
お
と
う
さ
ん

あ
り
が
と
う
」
上
映

日
時
　
平
成
1
6
年
1
2
月
1
7
（
金
）

　
　
　
午
後
2
時
3
0
分

　
　
　
午
後
7
時
3
0
分
の
2
回

場
所
　
東
郷
町
総
合
文
化
セ
ン

　
　
　
タ
i

前
売
り
券

大
人
1
、
2
0
0
円

こ
ど
も
（
小
学
生
以
下
）
6
0
0
円

　
P
T
A
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
婦

人
会
等
上
映
実
行
委
員
会
及
び

東
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
取

り
扱
っ
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

東
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会

電
話
6
9
－
2
1
1
6

「
指
名
手
配
被
疑
者
の

検
挙
に
ご
協
力
を
1
」

　
平
成
1
6
年
9
月
末
現
在
、
全

国
の
警
察
か
ら
指
名
手
配
さ
れ

て
い
る
被
疑
者
は
、
2
、
6
0

0
名
に
上
り
、
そ
の
内
、
オ
ウ

ム
真
理
教
に
よ
る
地
下
鉄
サ
リ

ン
事
件
な
ど
で
平
田
信
（
3
9
歳
）

高
橋
克
也
（
4
6
歳
）
菊
池
直
子

（
3
2
歳
）
の
3
名
が
敬
言
置
庁
指

定
特
別
手
配
被
疑
者
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
指
名
手
配
被
疑
者
の
発
見
に

は
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
必
要
で
す
。

ど
ん
な
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
「
見

た
ら
」
　
「
聞
い
た
ら
」
、
警
察

に
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

連
絡
先
　
1
1
0
番
・
日
向
警

察
署
（
電
話
　
5
3
1
0
1
1
0
）

ま
で
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第
4
回
若
山
牧
塞
　
　
善

　　

S
国
こ
ど
も
簿
礁
畿
懸

日
時
　
平
成
1
6
年
1
2
月
2
7
日
（
月
）

　
　
午
前
1
0
時
か
ら

場
所
　
東
郷
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
及
び
東
郷
町
中
央
公
民
館

内
容

　
第
一
部
　
全
国
こ
ど
も
短
歌
コ

　
　
　
　
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

　
第
二
部
舞
台
芸
術
鑑
賞
会

　
　
　
　
　
「
シ
サ
イ
・
フ
ォ
ル
ク

　
　
　
　
ロ
ー
レ
コ
ン
サ
ー
ト
」

　
第
三
部
　
第
3
0
回
牧
水
か
る
た

　
　
　
　
大
会

野鞠の

製
造
事
業
所
の
鰺
犠
へ
、

統
計
調
査
に
御
協
力

く
だ
さ
い

　
平
成
十
六
年
工
業
統
計
調
査

を
十
二
月
三
十
一
日
現
在
で
行

い
ま
す
。

　
調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

本
年
十
二
月
か
ら
来
年
一
月
に

か
け
て
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て

い
た
だ
い
た
内
容
に
つ
い
て
は

　　

@　

@　

謫
蜚
ｯ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
湘
　
華
　
、

統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守

さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確
な
ご
記

入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
経
済
産
業
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

　
宮
崎
県

　
東
郷
町

問
い
合
わ
せ
先

東
郷
町
役
場
企
画
調
整
課

　
電
話
6
9
1
3
9
0
1

〔町▼
日
時

▼
場
所

婦
　
　
人

祭

〕

12

獅
T
日
（
日
）

午
前
9
時
か
ら

町
総
合
文
化
セ
ン
タ
～

町
中
央
公
民
館
体
育
館

午
前
：
講
演

午
後
：
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

〔町

ｭ
年
剣
道
大
会
〕

▼
日
時
　
1
2
月
1
2
日
（
日
）

　
　
　
午
前
9
時
か
ら

▼
場
所
　
町
中
央
公
民
館
体
育
館

餌
㍑
広
場
（
里

12

獅
P
9
日
（
第
3
日
曜
日
）

　
　
2
6
日
（
第
4
日
曜
日
）

蘇
生
年
末
年
始
』

平
成
1
6
年
1
2
月
3
1
日
（
金
）
～

平
成
1
7
年
1
月
3
日
目
月
）

〔東

ｽ
霊
苑
休
業
且

平
成
1
7
年
1
月
1
・
3
・
5
日

畜
廼
㌍

　
忌
明
け
と
し
て
、
次
の
方
か

ら
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会

福
祉
の
た
め
の
善
意
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
（
1
1
月
1
0
日
ま
で
受
付

た
分
）

◎
福
瀬
の
関
野
安
弘
さ
ん
よ
り

（
榮
さ
ん
逝
去
）

◎
羽
坂
の
佐
藤
富
豪
さ
ん
よ
り

（
健
二
さ
ん
逝
去
）

◎
鶴
野
内
の
伊
東
　
香
さ
ん
よ
り

（
尚
さ
ん
逝
去
）

◎
仲
深
の
三
浦
　
淳
さ
ん
よ
り

（
ハ
ツ
子
さ
ん
逝
去
）

◎
日
向
市
の
岩
田
吉
武
さ
ん
よ
り

（
賢
市
さ
ん
逝
去
）

◎
小
野
田
の
春
田
茂
子
さ
ん
よ
り

（
松
田
清
三
郎
さ
ん
逝
去
）

◎
迫
野
内
の
岩
倉
武
久
さ
ん
よ
り

（
サ
カ
エ
さ
ん
逝
去
）

〔一

ﾊ
寄
付
〕

　
越
表
の
佐
藤
京
子
さ
ん
よ
り

快
気
祝
い
と
し
て
、
社
会
福
祉

協
議
会
へ
一
般
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▲
戸
墨
書
轡

（
1
0
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

福田

ｴ同

黷驤

ﾋ・

黒Σ

ﾘぎ

ﾘな

sつ

濱蜜

nち

ｾ暮

ｽ蕊

赤
毫
窃
氏
名

誠 勇
人

貴
志

羅
者

羽
坂

小
野
田

福
瀬

住
所

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

岩 三 直 伊 川 関 佐 椎
氏

田 浦 野 東 戸 野
伯 葉

ハ ミ フ
賢

ツ
久

ヤ サ
市 子 博 尚 夫 榮 子 工

名

88 83 84 69 86 90 81 77 年
歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 齢

鶴 仲 鶴 鶴 越 福 下 羽 住
野 野 野 渡
内 深 内 内 表 瀬 川 坂 所
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冨
6
翻

渚剛
翁

陰野
墜

一

叢塩
O
綾

糧
．
．

◎
ぎ唖⑲◎0暗

ゆ逸坪谷幼稚園〔多愚

◎㊥◎

の
●

匙

孫

坪谷区　門崎
　　　ゆう　や
那須優動くん（5歳）

父　　健司さん

母小津江さん
○好きな食べ物は何ですか？

　メロン、カレーライス

○好きな遊びは何で
　すか？
　デカレンジャーごっこ

○大きくなったら何に
　なりたいですか？

　しょうぼうし
▲「絵本より　しろくまちゃんのホットケーキ」

　　　　　　　　　坪谷区　市谷川崎

　　　　　　　　　　　　さ　き
　　　　　　　　　海野早紀さん磁）

　　　　　　　　　父　　公生さん
　　　　　　　　　母　美保子さん

　　　　　　　　　○好きな食べ物は何ですか？

　　　　　　　　　　ぶどう、ケーキ

　　　　　　　　　○好きな遊びは何ですか？

　　　　　　　　　　すべりだい、ブランコ

　　　　　　　　　○大きくなったら何に
　　　　　　　　　　なりたいですか？

　　　　　　　　　　ミツフィー
▲r絵本より　おなかの中におにがいる」

関関賞罠罠翼賞翼翼

翻◎誘籐
賞閨三遍賞翼賞賞賞

交通安全を願って

　迫野内の前田米作さんは、

この度、以前作られていた

「交通安全かぞえ歌」を額

に納められ改めて紹介をさ

れています。

　前田さんは、最近交通事

故が多く、何とかなくなら

ないものかとめ願いを込め

られたとのことです。

「七つとやなんぼせいても

一旦停車左右確認飛び出し
注意」

　何かとあわただしい師走、

みんなで安全運転に心が
けましょう。

表
紙
」
牧
水
・
の
う
た
の
解
説都

甲
欣
一

た
ぼ
た
ぼ
と
樽
に
満
ち
た
る
酒
は
鳴
る

さ
び
し
き
心
う
ち
つ
れ
て
鳴
る
（
路
上
）

　
こ
の
歌
に
つ
い
て
、
牧
水
の
高
弟
で
あ
る
大
悟
法
利
雄
氏
は
次
の
よ

う
に
解
説
し
て
い
る
。

　
牧
水
は
酒
聖
と
か
酒
仙
と
か
言
わ
れ
る
ま
で
に
酒
を
愛
し
た
人
で

あ
る
。
当
然
酒
の
歌
が
多
く
、
「
路
上
」
に
も
酒
の
歌
が
か
な
り
多
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
も
か
ぶ

私
が
知
っ
て
か
ら
の
晩
年
の
牧
水
は
、
い
わ
ゆ
る
「
菰
冠
り
」
の
四
斗
樽

を
台
所
に
据
え
て
お
く
と
い
う
よ
う
な
豪
勢
な
こ
と
も
や
っ
て
い
た
が
、

こ
の
頃
は
若
か
っ
た
し
、
貧
し
か
っ
た
か
ら
、
そ
ん
な
こ
と
は
出
来
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
く
ろ

つ
た
。
こ
の
歌
と
並
ん
で
「
寂
し
さ
は
屍
に
似
た
る
こ
の
家
に
こ
の
酒
樽

は
お
く
ら
れ
て
来
ぬ
」
と
い
う
歌
が
あ
り
、
そ
れ
で
わ
か
る
よ
う
に
、
こ

れ
は
ど
こ
か
ら
か
送
ら
れ
て
き
た
小
さ
な
酒
樽
で
あ
る
。
多
分
彼
の
歌

を
愛
す
る
地
方
の
歌
人
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
が
、
何
に
し
て

も
酒
好
き
が
酒
を
貰
う
ほ
ど
嬉
し
い
こ
と
は
な
い
は
ず
で
、
当
然
そ
の

喜
び
を
歌
で
酒
の
味
を
讃
え
る
歌
を
作
り
そ
う
な
の
に
、
こ
の
時
に
は

さ
び
し
さ
ば
か
り
を
歌
っ
て
い
る
の
は
、
そ
れ
ほ
ど
心
身
が
痛
み
傷
つ

　
　
　
せ
き
り
ょ
ロ
つ

き
、
孤
独
寂
蓼
の
ど
ん
底
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
初
句
の
「
た
ぼ
た
ぼ
」
と
い
う
擬
音
が
よ
く
き
い
て
い
て
実
に
効
果
的

で
あ
る
。
そ
の
「
た
ぼ
た
ぼ
」
と
い
う
音
は
豊
か
な
心
を
誘
っ
て
も
よ
い

は
ず
だ
が
、
牧
水
は
却
っ
て
さ
び
し
さ
を
誘
い
出
さ
れ
て
い
る
。
じ
っ
と

そ
の
音
に
耳
を
傾
け
て
い
る
う
ち
に
ふ
と
胸
に
さ
び
し
さ
を
覚
え
、
そ

の
さ
び
し
さ
が
た
ぼ
た
ぼ
と
い
う
音
に
つ
れ
て
次
第
に
高
ま
り
揺
れ
動

い
て
来
る
の
を
「
う
ち
つ
れ
て
鳴
る
」
と
歌
っ
て
い
る
の
だ
が
、
「
酒
は
鳴

る
」
の
「
鳴
る
」
と
「
う
ち
つ
れ
て
鳴
る
」
の
「
鳴
る
」
と
が
実
に
う
ま
く
照

応
し
て
い
て
読
者
に
そ
の
「
た
ぼ
た
ぼ
」

と
い
う
音
が
さ
び
し
く
聞
こ
え
て

来
る
。

（
大
悟
法
利
雄
著
「
幾
山
河
越
え

去
り
行
か
ば
」
よ
り
）
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